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land は,斥力 potential(C>0)をもつN個の同種フェルミオンおよび同種 bosonの
一般の体系について厳密解をうる方法を確立した｡更に,M･Takahashi(7)はYang-Suther-
1and理論を拡張 して,引力 potential(C<0)をもつ同種 fermion系の一般の場合に
ついて厳密解をえた｡･
本論文では, Yang-Sutherland理論を斥力 delta-functionpotential(C>0)による
相互作用をもっ 1次元異種 fermion混合系の場合に拡張する｡ boson系の場合は, §3
で述べるように異種混合系-の拡張がむつかしい｡
§2. 1次元異種 fermion混合系
1例として, fermionFl(質量ml)のNl個 (spinすべて同じ向き )とfermionF2
辛
(質量 m 2)のN2個 (spin上向きものN;個,下向きのものN20個 )との混合系を考察する.
一般にml≒ m2とする.また
N.+N2-N , N;+NZ-N2 .
(1) Hamltonian
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+2C2∑∂(xi- Xi)+2clZ∑8(xi- Xi) ,
i<j i<j
(i,jともF2) ( i,jのうち1つはFl,1つはF2)











0< xQl< xQ2<･･<xQN<L ,
p -〔Pl,･･,PN〕,Q〒〔Ql,･･,脚 〕 : integer
l,-,Nの2組の permutation･-
(A) dalta-function potentialは次の境界条件でおきかえられる.
‡[(古 瓦 -読 )+xi=Xj･
∂
- (志 ‡ 一志 孟 )+xi= Ⅹj - ]-叫 二Xj･
(4)および xi- Xjにおける少の連続条件から
(i) i,jともFlの場合 ;m(i)-m(i)-ml,C.- Cl,
icl* * 2ml
xij = pi-pj , Cl=｢F Cl '









m(i)-ml,C - C12(- C21),
ic12* * 2 2m1m2

















































































b=l iAa- ikb+ C2*'
*′ 1 *,































N2 ika- iノ毎 +C2
va-∩
J9=l ika- i/わ- C2
*/
(25),(17′),(26)を用いて (24)から
N2 ika- ikb+ C2*
〝
i/a- 一口bl=ll ika- ikb- C2
(潤 ) (9), ( 13), ( 1 4 ), ( 12) か ら
*/












































･p:-i (N-1)から÷ (N-1)までの間のN個の integer,∠J
JA: - i (号 寸 ) か ら孝 一÷ までの間のN2個の half integer,_ ー ▲一 ▲.一 ▲一
Kk:-÷ (N2"-1)から÷ (N2"-1)までの間のN細 の integer･
(‡) N,N2,N2"→ - (上記の比例関係を保って )





















C2*2+ (A- A )2
2C2*T dk′
C2*2+(k-k′)2
昔 -I:pdp,苦 〒‡B OdA,普 -(≡T dk･
groundstateenergy.E は






// /′ // 〟
CXn) (29),(30),(31),(32),(33)の結果は,m1-m2-m,N2-M,N2-Ml,
cl-C2-C12-C (-Cl*-｡2*-｡l芸)とおけば S｡th｡rlani7'O,結果 (ぷ=3)と完全に一
致する｡
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(34)
(35)
下瀬育郎 ･秋吉康光
(34)右辺 の factor口
つかしい｡
1-Ⅹij
i≠メ1+ Ⅹij
のため, boson系では異種混合系に拡張することはむ
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